
「まなびEye」は年１回（６月１日）発行です

令 和 ７ 年 度 城 陽 市 民 大 学
共通テーマ

開講式
＜会場＞
　文化パルク城陽
　　　プラムホール

【講座①】  学生は全員受講
　　　　　第１部：開講式
　　　　　第２部：基調講演 「よろこびを力に ～あきらめない、私の生き方～」
　　　　　　　　　　　元プロマラソンランナー　有森裕子氏
　　　　　７月１日（火）14：00～16：00（受付13：30～）

【講座②】
これまでの気候と今後の気候
　京都地方気象台
　　調査官  山田和広氏
　７月18日（金）14：00～15：30

【講座③】
身近に発生する地震を知り
　　　　　　　災害に備える
　京都大学  防災研究所
　　教授  宮澤理稔氏
　９月19日（金）14：00～15：30

【講座④】
最新研究からみえてきた
　　　　　　火星のお天気
　京都産業大学  理学部
　　准教授  小郷原一智氏
10月29日（水）10：00～11：30

【講座⑥】
カラダは食べたものからできている
　　～元気な人生100年のヒント～
　株式会社明治
　　健康サポートプログラム
９月２日（火）14：00～15：30

【講座⑤】
認知症の予防・備え・ケアについて
京都府立医科大学大学院
　教授  成本　迅氏
７月８日（火）10：00～11：30

【講座⑦】
加齢に伴う眼の病気
　宇治徳洲会病院
　　眼科部長  赤木好男氏
11月７日（金）14：00～15：30

【講座⑧】
南山城：仏教美術の魅力を学ぶ
　京都芸術大学  通信教育部大学院
　　教授  金子典正氏
　８月１日（金）
　　　　14：00～15：30

【講座⑨】
豊臣秀長の生涯と家臣たち
　～大河ドラマ「豊臣兄弟！」に寄せて～
　淡海歴史文化研究所
　　　所長  太田浩司氏
　９月11日（木）14：00～15：30

【講座⑩】JOYOエコミュージアム共催 
久津川古墳群
　～古墳からみた古墳時代の地域社会～
　城陽市教育委員会
　　文化・スポーツ推進課
　　　文化財係長  浅井猛宏
　　11月19日（水）14：00～15：30

【講座⑭】
ジェンダーとメディア
　～誰もが生きやすい地域社会や生活を考えるために～
　龍谷大学  政策学部
　　教授  松浦さと子氏
　８月18日（月）14：00～15：30

【講座⑰】東洋大学講師派遣事業共催
「思いやり」を科学する
　東洋大学  人間科学総合研究所
　　客員研究員  淺間正通氏
　８月26日（火）14：00～15：30

【講座⑱】 城陽市社会教育委員共催
ジブリで考える人権のはなし
　―明るく楽しい人権学習のすすめ―
世界人権問題研究センター
　登録研究員  坂田良久氏
10月20日（月）10：00～11：30

【講座⑲】
しあわせに生きる
　―哲学的幸福論への誘い―
　大谷大学  文学部
　　准教授  西尾浩二氏
　12月15日（月）14：00～15：30

【講座⑳】＜市民開放講座＞
日本古来の色を染める
　染司よしおか  六代目当主
　　染織家  吉岡更紗氏
　10月３日（金）14：00～15：30

【講座㉑】＜市民開放講座＞文化パルク城陽開館30周年記念事業
米朝生誕１００年記念 桂米團治「父・米朝を語る」
　　～文化パルク城陽と米朝一門のあゆみ～
　　　落語家  桂  米團治氏
　11月14日（金）14：00～16：00

【講座㉒】  学生は全員受講
　　　　　第１部：閉講式
　　　　　第２部：記念公演 「一人の視覚障碍者が歌うことを選んだ時」
　　　　　　　　　　　テノール  茶木敏行氏　 ピアノ  綿貫洋子氏
　　　　　１月20日（火）14：00～16：00（受付13：30～）

自然・科学コース
＜会場＞
　福祉センターホール

健康コース
＜会場＞
　文化パルク城陽
　　　ふれあいホール

歴史コース
＜会場＞
　文化パルク城陽
　　　ふれあいホール

ライフコース
＜会場＞
　福祉センターホール

人間コース
＜会場＞
　福祉センターホール

特設講座
＜会場＞
　文化パルク城陽
　⑳ふれあいホール
　㉑プラムホール

閉講式
＜会場＞
　文化パルク城陽
　　　ふれあいホール

文学・教育コース
＜会場＞
⑪⑬福祉センターホール
⑫　文化パルク城陽
　　ふれあいホール

【講座⑫】
琉華　沖縄民謡・沖縄ポップスライブ
　琉華
　　唄・三線  井伊公惠氏
　　ギター　  鈴　義昭氏
　９月26日（金）14：00～15：30

★ふれあいホールで開催

【講座⑬】
みんなでつくる合作俳句の人生哲学
NPO法人 こえと ことばと こころの部屋
　　 代表・詩人  上田假奈代氏
11月27日（木）14：00～15：30
※マジックペン（太め）とクリップボード　
　（筆記台になるもの）をお持ちください

【講座⑮】
ウェルビーイングな住まい方
　　　　…幸せに暮らせる住居とは？
　大和ハウス工業株式会社
　　東京本社  奥田俊彦氏
　10月９日（木）
　　　14：00～15：30

【講座⑯】
避難所での災害関連死を防ぐキーワー
ド？ イタリアから学ぶTKB48とは？
　避難所・避難生活学会  常任理事
　Ｊパックス株式会社  代表取締役
　　水谷嘉浩氏
　12月２日（火）14：00～15：30

【講座⑪】
やるやん！関西弁
　～こんな所でも使てもろてます～
　龍谷大学  文学部
　　教授  札埜和男氏
　８月５日（火）14：00～15：30

とこ つこ

★ふれあいホールで開催
★プラムホールで開催

※本講座は宝くじの社会貢献事業として、宝くじの受託事業収入を財源に実施しているコミュニティ助成事業です

（有森裕子氏）

特集号

第 100 号

令和７年
(2025年) ６／1
〒６１０-０１９５
城陽市寺田東ノ口１６番地、１７番地

5 6 － 4 0 4 7☎

銅釧（芝ヶ原古墳出土）

「学びを通して自分の中に新しい風を吹かせよう！」
　城陽市民大学は、市民のみなさんが生きがいや自己実現を探求するお手伝いの場として、
市教育委員会が主催する生涯学習事業です。申込方法など、詳細は裏面をご覧ください。
　申込締切：６月９日（月）17時必着　　文化・スポーツ推進課 ☎（56）4047　FAX（56）0801問



まなび 特集号

まなびEyeは植物性インクを使用しています

２.市役所の窓口で ３.ハガキで ４.ファクスで１.スマホやパソコンで
○スマホカメラで二次元コードを読
み込むと表示される「申込フォー
ム」に入力して送信してください

 

○パソコンやスマホのWebブラウ
ザに下のURLを入力し、申込フォ
ームを読み込んでください
　https://logoform. jp/form/ 
T3Py/968927

☆市のホームページにもフォームへ
のリンクを掲載します（６/１～）

☆申し込みフォームを送信すると、
自動確認メールが送られてきます

☆迷惑メール設定をご確認ください。
@logoform.jpからのメールを受
け取れるようにしてください

☆確認メールが届かず、メールアド
レスや迷惑メール設定を確認して
も解決しない場合は、事務局［☎
　（56）4047］にお電話ください

①申込用紙に必要事項を記入してく
ださい

②申込用紙は、必要に応じて切り取
るか、コピーするかしてください

③市役所西庁舎３階にある文化・ス
ポーツ推進課窓口にお持ちくださ
い（開庁時間は平日の８時30分
から17時15分です）

☆申込用紙は、窓口にも用意してい
ます。その場で記入して提出する
こともできます

〇申込用紙をハガキに貼り、次の宛
先に郵送してください

☆昨年10月からハガキの郵便料金
が85円になっています。不足が
生じないよう、ご確認ください

☆６/９までに事務局に到着するよう、
余裕をもってお申し込みください

☆料金改定前のハガキは、85円以
上になるよう切手を足してくださ
い

〇申込用紙をファクスで送信してく
ださい

☆送信ミスで読み取れないケースが
発生しています。発信者番号を印
字する設定にすると、事務局から
電話連絡ができます

☆よくある送信ミス
・原稿を置くときに表裏を間違え、
真っ白な紙が送信される

・原稿が途中で引っかかり、文字が
読み取れない（Ａ４サイズ等の大
きな用紙にコピーしてから送信す
ると確実です）

申
込
後
の
流
れ

申込締切
６/９（月）
17時必着

結果は６月末日までに郵送（封書）でお知らせします。
「受講決定のお知らせ」と学生証を送付します（6/20 発送予定）

６/27までに通知が届いていない場合は事務局［☎（56）4047］
までお問い合わせください

お申し込みの前にご確認ください

1 .城陽市民大学は、市内在住・在勤の人が対象です
2 .開講式、閉講式、各コースは受講決定者（学生）のみの講座です
3 .特設講座⑳㉑は市民開放講座を兼ねていますので、市内在住・在勤
の人は、申込不要で当日自由に参加いただけます。市民開放講座に
ついては、「広報じょうよう」で改めてご案内します

4 .受講決定者（学生）は開・閉講式、決定した専攻コース、特設講座
を積極的に受講願います

5 .受講決定者（学生）は専攻コース以外の講座についても、すべて受
講できますが、満席の場合はそのコースの人を優先し、受講できな
いことがあります

6 .専攻コース以外の講座や特設講座（市民開放講座）を受講する際に、
手話通訳、要約筆記、保育（１歳～就学前）が必要な人は、講座実
施日の10日前までに文化・スポーツ推進課［☎（56）4047］にご連
絡ください

7 .ライフコースは障がいのある人も参加しやすい講座です。定員を超
えた場合は障がいのある人を優先します

8 .車でのご来場はお控えください
※市民大学では、駐車料の無料処理や無料券発行はできません

＜申込用紙はこちらです＞

〒610-0195
　城陽市役所
　文化・スポーツ推進課
　市民大学担当  宛

FAX（56）0801

受講にはお申し込みが必要です

令和７年度城陽市民大学  申込用紙
希望順

郵便番号 〒６１０－（　　　　 　）

城陽市
住　所

フリガナ

氏　名

電　話

年　齢 歳

必ず１と２を記入

コース名 
自然・科学
健　康
歴　史
文学・教育
ライフ
人　間

（　）手話通訳希望
（　）要約筆記希望
（　）保育希望
フリガナ（　　　　　 　）
幼児名（　　　　　 　）
　　年　齢（　　　）歳
　※対象：１歳～就学前

↓希望の欄に〇・必要事項記入

※必要に応じて、切り取ったり、コピーしたりして
　ご利用ください

４つの方法からお選びください


